海岸工学論文集原稿執筆要項

著者氏名*・土木太郎**・海岸次郎***

港湾三郎****・波浪四郎*****

　論文要旨（アブストラクト）．本文より１ポイント小さいフォント（仕上がりで7ポイントのフォント）で１行60文字×5行で250～300字の範囲で執筆して下さい．また文頭は1文字下げて下さい．論文要旨の第一義的目的は，読者に論文の内容を明瞭にしかも簡潔に知らせ，本文を読むか否かの判断を助けることにありますので，問題提起とその解決手段・方法および得られた結果がわかるように執筆下さい．この海岸工学論文集書式サンプルは論文執筆の便宜のために作成したものであり，論文の印刷仕上がりを保証するものではありません．またこのサンプルを用いたことによるいかなる損失についても責任を負いかねます．これで要旨は約300文字です．

1． はじめに

この海岸工学論文集書式サンプルは論文執筆の便宜のために作成したものであり，論文の印刷仕上がりを保証するものではありません．またこのサンプルを用いたことによるいかなる損失についても責任を負いかねます．このサンプルはMicrosoft Word 2000で作成しています．またサンプル作成者の技術レベルの問題で著者の脚注はこの文末に関連付けてあります(．（よりよいサンプルファイルの提供をお願いします．）

海岸工学論文集は，ＦＤ (フロッピーディスク) を用いた ｢電算写植組版｣ で印刷します．査読・編集・印刷業務のために，完成原稿形式での原稿の提出を義務づけています．以下は，この提出原稿の執筆に関するものです．論文集としての体裁を統一するため，必ず要項に従って原稿を執筆頂くようお願い致します．執筆要項本文は海岸工学委員会のウェブページ

http://www.cvg.ynu.ac.jp/~cec

にも掲載されていますのでご利用下さい．
2． 原稿提出

原稿はワードプロセッサ等で作成して下さい．原稿にはA4用紙を使用し，文章のほか，適切な大きさの表，図，写真なども貼り込んで下さい．

提出する原稿はA4版大にプリントアウトしたもの1部，その等倍コピー（A4サイズ）2部，原稿の87％縮小コピー（B5サイズ）1部を提出していただきます．その他，図表，FDなども提出していただきます．提出物は執筆要項でご確認ください．
3． 原稿執筆要領

原稿は以下の要領で作成して下さい．なお，具体例については，昨年度発行の海岸工学論文集をご参照下さい．

1．  ページ数

原稿1編の長さは5ページ以内とします． (超過は認められません．)

(1)  書式

1ページあたり25文字47行2段組みで作成して下さい．

(2)  1ページ目

原稿第1ページ目の｢題目｣，「論文要旨（フォントサイズは仕上がりで7ポイント，250～300字）」，｢著者名｣ の記述には11行分あてて下さい． 

(3)  著者の所属

著者の所属は脚注となります．書き方は，第1ページ脚注の例のとおり統一致しますので，それに従って下さい．なお，独立行政法人○○研究所等は（独法）○○研究所と略記下さい．

(4)  見出し

見出しの｢章｣ ｢節｣および｢項｣は，下記に従って下さい． 

例：

 1. 

　 (1)

　　 a) 

　　なお，｢章｣の見出しは，２行分と換算して下さい．

(5)  数式

数式は倍のスペースをとる場合がありますので，原稿執筆の際ご注意下さい．
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                （１）

式番号は式の行の左端に（１）（２）．．．と記入してください．

a) 数学記号，単位記号，量記号も原則として1文字を1字分と換算して下さい． 

b) カッコなどの記号類，下ツキ，上ツキなどの添字も各々１字と換算して下さい． 

c) 分数式または式が連続する場合はスペースを相当取りますので注意して下さい． 

d)  式の入力を，必要以上に詰めないようにして下さい．

(6) 単位

単位表示は，土木学会の規定により，従来単位系を用いる場合にはSI単位をカッコ書き併記とします． 

　　　例：単位体積重量　　　１tf/m３ (9.8 kN/m３) 

　　　　　応　　　　力　　　５kgf/cm２ (0.49 MPa)

(7)  特殊な記号

特殊な記号，文字は植字がないこともありますので，原稿に赤字で注記を付けるなどの表示をして下さい．また，ローマ字，アラビア数字，ギリシャ数字，上ツキ，下ツキ，大文字，小文字などには紛らわしいものがありますので，ハッキリ赤字で注記して下さい．

4． 図・表・写真

(1) 図面の作成

｢図面｣または｢図およびそれに関連する特殊な記号がある表｣は，そのまま製版できるよう，線，図，文字，符号等，全てについて著者の責任において完全な図面を作成し，Ａ４版以上の用紙によるコピー１部を添付して提出下さい．なお，不鮮明，不完全な図面およびコピーの無いものは受付ませんのでご了承下さい．

　注】図・表・写真は，原稿に貼付しないで提出下さい．特殊な記号を使用しない表は電算で組みますので手書きの表で結構です．

　但し，ＦＤについては参考項目がありますので第７項を参照下さい．

(2) 縮尺の指示

図の縮尺は原図の文字を考慮して“左右何 cm”と記入して下さい．左右14.5 cm 以下，天地21 cm 以下 (この寸法は刷り上がり１頁分です) とします．また，原図の1/5より小さく縮尺することは出来ませんのでご注意下さい 図面中の文字は縮尺後，高さ1.5 mm 以上になるような大きさに書いて下さい．

なお，文字が小さ過ぎる場合は書き直しが必要とされますのでご了承下さい
(3) 挿入位置

図・表・写真の挿入位置は，図・表・写真の仕上がり寸法を勘案し，原稿に空欄を作って下さい (空欄のとり方，対字数換算は，次節または別紙の原稿執筆要項を参照して下さい)．

(4) 写真

写真は原則として手札程度のものをＡ４版台紙に貼って提出下さい．

(5) 図・表の番号と説明文

図・表・写真の番号および説明文は，直接原稿に記述下さい． 

　なお，図・表・写真の番号および説明文の上・下は各１行空けて下さい (この事項は，図・表・写真の縮尺寸法を考える際に考慮下さい)．また，｢図・写真｣の場合は下に，｢表｣の場合はその上に番号および説明文をお書き下さい．

(6) 図の枝番号

図の枝番号は括弧書きで，図－３（ａ）として下さい．

(7) その他

提出の図・表・写真等には１枚ごとに番号・論文名 (略記)，著者名を明記して下さい．

5． 図・表・写真 (以下， 図と総称する) の縮尺と対字数換算について (別紙，資料－１参照)

(8) 写植組み上がり寸法
別紙｢資料－１｣は，写植組み上り寸法 (字数， 行数) です．図の対字数換算と挿入箇所の余白の算出はこれにより行って下さい． 

(9) 余白

別紙｢資料－１｣ のＢ図は“Ｃ”の余白が出ていますが，Ｂ図は片段中央に挿入しますので，“Ｃ”の箇所には原稿を書き込まないで下さい．よって， Ｄ図と“Ｅ”との関係も同じ処理になります．
(10) 縮小率の換算

図の縮小率の算出にあたっては，次の点に十分注意下さい．

　左右の縮小率と同じ比率で天地も縮小されます．天地寸法の算出に誤りがあり， 原稿用紙の必要行数の確保 (余白) がなされていない場合には，左右の指定寸法を無視し天地で処理 (希望より小さい図面になる) することになりますのでご了承下さい (ただし，最終頁に余裕がある場合は希望通りの寸法と致します)．

6． 参考文献について

引用した文献は本文末にまとめて記載して下さい． なお， 参考文献の記載に際して下記の事項をお守り下さい．

(1) 本文末での記載

1 著者名は (１) 邦文文献においては連名の場合も姓・名を記し， (２) 欧文文献においては最初の著者のみ姓・イニシアルとし， 次の人からはイニシアル・姓の順にする． 

2 欧文雑誌， 会議録の論文名は， 第１語と固有名詞の最初の１文字のみ大文字とする． 欧文の単行本の書名は第１語と全ての主要語 (接続詞・前置詞・冠詞を除く) の最初の１文字を大文字とする．
3 巻号のある雑誌で号ごとにページが変わるときには，号数も書く．巻がなく号のみのものは， ５号， No.５のように書く．

4 ページ数は，雑誌の場合，論文の最初と最後のページ (pp.○○-○○) を書く．単行本および報告書では総ページ数 (○○p.) または引用ページ (p.○○， pp.○○-○○) を書く． 

5 単行本の場合には，発行所名をも記載する．

6 刊行年は西暦で統一する．

7 雑誌名等は適宜略称を用いてもよい．

8 まず邦文文献を著者名のアイウエオ順に，ついで欧文文献を著者名のアルファベット順に刊行年の若い方から記載する．文献は著者名 (発表年) ：論文名 (書名－単行本の場合)，雑誌名，巻号， (発行所－単行本の場合)，ページ．の順で記入する．２行以上になる場合は，２行目以降を２マス下げる．

9 参考文献は，本文の文字より｢１ポイント｣小さい｢７ポイント｣で組むため，本文の字数 (段数25字) より３文字多く，｢行｣では｢６行分｣が｢７行｣になる程度の増加となりますので，この程度の範囲で行をはみだして執筆いただいても結構です． 
(2) 文中での記載

10 本文中で文献を引用するときは，引用する箇所に著者名と (文献刊行年) (カッコの中に入れる) を明示する．引用文献に番号をつけない．著者名は姓のみとし，著者が複数の場合は最初の著者の姓の後に“ら”または“他”をつけて共著者名を省略してもよい．たとえば，Bijker・Kalkwijk・Pieters  (1974) はBijkerら (1974) と記述してよい．

11 同一著者による同じ年の複数の論文を引用する場合には刊行年の後にａ， ｂ， ｃ ……のアルファベットをつけて， 文献の相違を明示する．たとえば，Whitham (1967a)， Whitham (1967b)など．

12 また，同一著者の複数の論文を同時に引用する場合には，カンマで刊行年を区別する．たとえば，Phillipsの研究 (1958， 1969) など．

13 ただし，著者名を (　) 付きで引用する際は，２重カッコにはせず，“, ” (カンマ) で区切って文献刊行年を記す．また，複数の著者を引用する場合は“；” (セミコロン) でつなぐ (Whitham, 1967a ; Phillips, 1969)．

7． 提出について

原稿提出期日を厳守し，期限までに必ずご提出下さい．郵送の場合は ｢簡易書留｣ で送付下さい．宅配便，持参など，郵便以外の方法でも受け付けます．
 なお，期限までに提出されない場合は，受理ならびに第2次審査を致しませんのでご了承下さい． 

提出物につきましては執筆要項にてご確認ください．
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